
写
真
：
新
庁
舎
議
場
　
令
和
３
年
３
月
３
日

写
真
：
新
庁
舎
議
場
　
令
和
３
年
３
月
３
日

写
真
：
新
庁
舎
議
場
　
令
和
３
年
３
月
３
日

写
真
：
新
庁
舎
議
場
　
令
和
３
年
３
月
３
日

新
議
場
で
の

新
議
場
で
の

　
　
　
　
初
議
会

　
　
　
　
初
議
会

新
議
場
で
の

　
　
　
　
初
議
会

中
城
村
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

67
2
0
2
1
年
6
月
5
日
発
行

題
字
：
津
覇
小
学
校
6
年
  比
嘉
  珠
鈴

題
字
：
津
覇
小
学
校
6
年
  比
嘉
  珠
鈴

題
字
：
津
覇
小
学
校
6
年
  比
嘉
  珠
鈴

題
字
：
津
覇
小
学
校
6
年
  比
嘉
  珠
鈴

ひ
が
　
　
み

す
ず

ひ
が
　
　
み

す
ず

ひ
　
が
　
　
　
み
　
す
ず

ひ
が
　
　
み

す
ず

別
名
ア
シ
ス
タ
シ
ア

別
名
ア
シ
ス
タ
シ
ア

 別
名
　
ア
シ
ス
タ
シ
ア

別
名
ア
シ
ス
タ
シ
ア

コ
ロ
マ
ン
ソ
ウ

コ
ロ
マ
ン
ソ
ウ

コ
ロ
マ
ン
ソ
ウ

コ
ロ
マ
ン
ソ
ウ



令
和
３
年
度
予
算
が
決
定
令
和
３
年
３
月
定
例
会

令
和
３
年
３
月
３
日
〜
３
月
23
日

92億5,610万4千円
　令和3年度一般会計予算の歳入歳出総額は、92億5,610万4千円となっており、前年度
当初と比べて、1億5,763万4千円、1.7％の増となった。主な要因は、教育費における教
育設備施設計画及び学習環境の充実を図る取り組み、民生費における住民の命を守るた
めの新型コロナウィルスワクチン接種となっている。
　村民の安全・安心の確保及び教育環境の向上が図られる。

委員会審議の経緯と結果（概要）
【総務常任委員会】

【文教社会常任委員会】

【建設常任委員会】

民生費
37億672万5千円

40.0%

民生費
37億672万5千円

40.0%

民生費
37億672万5千円

40.0%

教育費
18億5,858万3千円

20.1%

教育費
18億5,858万3千円

20.1%

教育費
18億5,858万3千円

20.1%

総務費
10億3,635万3千円

11.2%

総務費
10億3,635万3千円

11.2%

総務費
10億3,635万3千円

11.2%

衛生費
10億5,451万8千円

11.4%

衛生費
10億5,451万8千円

11.4%

衛生費
10億5,451万8千円

11.4%

土木費
4億536万4千円

4.4%

公債費
5億600万9千円

5.5%

その他
6億8,855万2千円
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議案第12号　中城村一般会計予算（分割審査分） 
議案第13号　中城村国民健康保険特別会計予算   
議案第14号　中城村後期高齢者医療特別会計予算

議案第12号　中城村一般会計予算（分割審査分）
議案第15号　中城村土地区画整理事業特別会計予算　
議案第16号　中城村公共下水道事業特別会計予算
議案第17号　中城村汚水処理管理施設特別会計予算
議案第18号　中城村水道事業会計予算

議案第12号　中城村一般会計予算（分割審査分）
　福祉課、こども課、教育総務課、生涯学習課の歳入歳出予算について、次の意見書を付け
て原案可決すべきものと決定した。
学校給食費
学校給食数の増加が毎年度見込まれる中、安心・安全な給食を提供するため、職員体制を強
化するよう指摘する。
中学校費
中学校移転に伴う用地購入費などの予算が計上されていることから財政計画書の作成、及び
事業の進捗状況を適宜、議会へ報告するよう指摘する。
社会福祉総務費
　老人福祉センターを使用していた社会福祉協議会の事務所移転に伴い、今後の老人福祉セ
ンターの方向性を検討するよう指摘した。

原案可決すべきものと決定した。

原案可決すべきものと決定した。

予算の推移
（５年間）

令和３年度
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令和3年　第1回　3月定例会に上程された
議案、諮問、承認、同意、報告、陳情、請願、意見書、発議

とよむ中城住みよい環境づくり条例

議案第１号「とよむ中城住みよい環境づくり条例」に対する修正案は、反対多数で否決

（提案理由）中城村内におけるポイ捨てを含む不法投棄、犬猫によるトラブルなどの迷惑行
為を条例に規定し、指導勧告等を行うことで住みよい環境づくりを目指すた
め、とよむ中城住みよい環境づくり条例を制定する必要がある。

議案第１号「とよむ中城住みよい環境づくり条例」を次のとおり修正する。
　第２条第10号中「缶及びびん、」を「ペットボトル及び缶、びん、」に改める。
　第３条中「協力しなければならない。」を「協力すること。」に改める。
　第９条の見出し中「投棄」の次に「又は落書き」を加え、同条に次の１項を加える。
　第２項　何人も公共の施設、文化財及び他人の所有する建物等に落書きしてはならない。
　第20条中「第９条」の次に「又は同条第２項」を加える。

中城村国民健康保険条例の一部を改正する条例
（提案理由）これまで、新型インフルエンザ等対策特別措置法第１条の２の規定により、新

型コロナウイルス感染症を新型インフルエンザ等とみなして特措法を適用して
いたところを、感染症法において正式に位置づけられたことに伴い、中城村国
民健康保険条例の一部を改正する必要がある。

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
（提案理由）中城村学校運営協議会規則の制定に伴い、これまでの学校評議委員報酬を学校

運営協議会委員報酬へ改正するため、本条例の一部を改正する必要がある。

議案第1号に対する修正動議
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修
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動
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　村民が分かりやすく、しかも小中学生からこの条例がどういうものだなというところをしっかりと把握
した上で、その分かりやすさを前面に打ち出して文言のほうもペットボトルとかで迷惑条例でこうしたら
悪いんだよ、とそういったものを含んでいくのがすばらしく仕上がった誰にでも分かりやすい条例になる
というところで文言が少し足りないんではないか。

賛
成
理
由

　議員の一般質問を受けての条例化の制定であり、議会と当局の相互理解の成果であります。また、この
ような迷惑防止や環境美化の条例は、県内においても早い制定となり、中城村への評価へとつながりま
す。修正動議の中で、３条中の文言、９条中の文言等々もありますけれども、この辺についても十分、こ
の条例からくみ取ることができます。

反
対
理
由

中城村国民健康保険税条例の一部を改正する条例
（提案理由）地方税法施行令の改正に伴い、国民健康保険税の減額対象となる所得基準につ

いて、軽減判定所得の算定等が見直しされたことにより、中城村国民健康保険
税条例の一部を改正する必要がある。

議員

議案

中城村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例
（提案理由）租税特別措置法の延滞金等の特例規定が改正され、特例基準の一部改正に伴

い、割合の呼称が延滞金特例基準割合に改正されたことに伴い、中城村後期高
齢者医療に関する条例の一部を改正する必要がある。
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92億5,610万4千円
　令和3年度一般会計予算の歳入歳出総額は、92億5,610万4千円となっており、前年度
当初と比べて、1億5,763万4千円、1.7％の増となった。主な要因は、教育費における教
育設備施設計画及び学習環境の充実を図る取り組み、民生費における住民の命を守るた
めの新型コロナウィルスワクチン接種となっている。
　村民の安全・安心の確保及び教育環境の向上が図られる。

委員会審議の経緯と結果（概要）
【総務常任委員会】

【文教社会常任委員会】

【建設常任委員会】

民生費
37億672万5千円

40.0%

民生費
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40.0%

民生費
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40.0%
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20.1%
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20.1%
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10億5,451万8千円

11.4%
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10億5,451万8千円

11.4%
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11.4%

土木費
4億536万4千円

4.4%

公債費
5億600万9千円
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6億8,855万2千円
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議案第12号　中城村一般会計予算（分割審査分） 
議案第13号　中城村国民健康保険特別会計予算   
議案第14号　中城村後期高齢者医療特別会計予算

議案第12号　中城村一般会計予算（分割審査分）
議案第15号　中城村土地区画整理事業特別会計予算　
議案第16号　中城村公共下水道事業特別会計予算
議案第17号　中城村汚水処理管理施設特別会計予算
議案第18号　中城村水道事業会計予算

議案第12号　中城村一般会計予算（分割審査分）
　福祉課、こども課、教育総務課、生涯学習課の歳入歳出予算について、次の意見書を付け
て原案可決すべきものと決定した。
学校給食費
学校給食数の増加が毎年度見込まれる中、安心・安全な給食を提供するため、職員体制を強
化するよう指摘する。
中学校費
中学校移転に伴う用地購入費などの予算が計上されていることから財政計画書の作成、及び
事業の進捗状況を適宜、議会へ報告するよう指摘する。
社会福祉総務費
　老人福祉センターを使用していた社会福祉協議会の事務所移転に伴い、今後の老人福祉セ
ンターの方向性を検討するよう指摘した。

原案可決すべきものと決定した。

原案可決すべきものと決定した。

予算の推移
（５年間）
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令和元年度

平成30年度
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令和3年3月定例議会



米軍航空機の低空飛行に関する
意見害 米兵わいせつ事件に関する意見書

後期高齢者医療制度窓口負担2割化の中止を求める意見書

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための意見書

沖縄本島南部地域の土砂採取計画の断念を求める意見書

新型コロナウイルス感染拡大に伴う国民健康保険税（料）の特例減免等の
継続を求める意見書

国民健康保険税（料）の特例減免等の継続を求める陳情

米軍航空機の低空飛行に関する
抗議決議

米軍わいせつ事件に関する抗議
決議

後期高齢者医療制度窓口負担2割化の中止を求める意見書提出に関する陳情書

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための陳情書

専決処分の報告
吉の浦公園野球場機能強化整備工事の契約金額の変更
工事請負費　6,121万3千円

令和３年度沖縄県町村土地開発公社事業計画の報告

人権擁護委員の推薦につき意見を求める
新垣 幸枝　氏

人権擁護委員の推薦につき意見を求める
新屋　 彩　氏

（提案理由）新型コロナワクチン接種体制等について、緊急に補正予算が必要となったため、
令和2年度中城村一般会計補正予算（第7号）を専決処分したので議会の承認を必要とする。
補正額　5,108万6千円　　総額　125億4,932万9千円

専決処分の承認
令和2年度中城村一般会補正予算（第７号）の専決処分

教育委員会委員の任命
宮城 早綾佳　氏

令和3年度　特別会計予算
令和3年度中城村国民健康保険特別会計予算

23億2,459万8千円

令和3年度中城村後期高齢者医療特別会計予算
1億6,053万円

令和3年度中城村土地区画整理事業特別会計予算
1億7,661万5千円

（ 4 ）

令和3年3月定例議会



　沖縄県民の民意を無視して、名護市辺野古の新基地建設を強行に推し進める国の姿勢は民主
主義を軽視する深刻かつ重大な問題である。この状況下、20年９月８日沖縄防衛局の「設計変
更承認申請書」が公表され、信じがたいことに幾多の戦没者遺骨が残る南部地域の土砂を新基
地建設「埋め立て用土砂」の供給地として計画されていることが明らかになった。悲惨で熾烈
を極めた先の大戦で県民の４人に１人、20万余の尊い命がこの地で奪われたことを県民は決し
て忘れない。祖先を崇敬し、親愛の情念が深く、死者の魂を大切にする県民の思いがある。戦
争で多くの血を流した土や遺骨を含んだ土を新基地建設の土台となる埋め立てに使用すること
は「戦没者への冒涜」であり、断じて容認できるものではない。本村においても遺骨を探せな
い方々がおられることからも本村議会は県民、村民の精神文化と人道を重んじる立場から下記
の事項を強く要求する。

１．沖縄本島南部地域からの辺野古新基地建設に使用する土砂への採取計画を断念すること。
２．遺骨収集を国の責任によって早急に行うこと（戦没者の遺骨収集の推進に関する法律）。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
令和３年３月23日
沖縄県中城村議会

意見書
第６号 沖縄本島南部地域の土砂採取計画の断念を求める意見書沖縄本島南部地域の土砂採取計画の断念を求める意見書

令和2年度中城村水道事業会計補正予算（第1号）
資本的収入　補正額50万円を減額　　総額　5,000万1千円
資本的支出　補正額50万円を減額　　総額　1億9,495万7千円 

令和2年度中城村一般会計補正予算（第8号）
歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ1,909万1千円を減額し、歳入歳出予算の総額
をそれぞれ125億3,023万8千円とする。

令和2年度中城村国民健康保険特別会計補正予算（第4号）
補正額　1億1,949万2千円　　総額　24億3,235万７千円

令和2年度中城村後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号）
補正額　551万5千円 　　総額　1億6,997万円

令和2年度中城村土地区画整理事業特別会計補正予算（第3号）
補正額　262万2千円を減額　　総額　1億1,726万6千円

令和2年度中城村公共下水道事業特別会計補正予算（第3号）
補正額　829万円を減額　　総額　2億9,695万5千円

令和3年度中城村公共下水道事業特別会計予算
2億6,581万3千円

令和3年度中城村汚水処理施設管理事業特別会計予算
282万7千円

令和3年度中城村水道事業会計予算
収益的収入　5億7,053万1千円　　収益的支出　5億2,871万8千円
資本的収入　2億3,839万6千円　　資本的支出　5億1,934万3千円

（ 5 ）

令和3年3月定例議会



発
電
所
所
在
市
町
村
の
計
画

を
参
考
に
検
討
し
た
い
。

村
長　
ど
う
い
っ
た
も
の
が

一
番
い
い
の
か
検
討
し
て
、

方
法
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

2
億
6
千
万
円
に
見
合
う

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
成
分
を
含
ま
な
い

安
心
な
水
の
供
給
を

　
議
員　
安
心
な
水
の
供
給
に

向
け
た
7
市
町
村
会
議
の
開

催
に
向
け
た
進
捗
状
況
は
。

村
長　
関
係
市
町
村
で
一
緒

に
や
っ
た
ほ
う
が
一
番
意
味

の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
何
ら

か
の
方
法
を
見
出
し
て
、
意

思
の
統
一
も
含
め
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

上
下
水
道
課
長　
6
事
業
体

に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
、
賛
同
を
得
て
い
ま

す
。
今
後
日
程
調
整
な
ど
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

議
員　
飲
み
水
を
購
入
し
て

い
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
の
混
入
の
多

い
上
地
区
の
住
民
世
帯
に
対

し
て
、
水
道
料
金
の
減
免
を

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

上
下
水
道
課
長　
国
の
示
し

た
暫
定
指
針
値
の
範
囲
で
あ

り
、減
免
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員　
広
報
誌
な
ど
に
測
定

値
情
報
を
掲
載
す
べ
き
で
あ

る
。

上
下
水
道
課
長　
検
討
し
た

い
。

議
員　
村
民
は
自
ら
が
供
給

さ
れ
て
い
る
飲
水
に
つ
い
て

知
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
高

額
の
負
担
を
し
な
が
ら
、
村

民
の
半
数
が
安
心
で
き
な
い

水
を
供
給
さ
れ
て
い
る
。
取

水
源
の
変
更
に
向
け
て
村
長

に
は
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。村

内
文
化
財
の

適
正
な
維
持
管
理
を

議
員　
新
垣
地
内
の
県
道
開

削
の
碑
の
文
字
の
カ
ス
レ
や

歴
史
の
道
の
歩
道
の
板
敷
き

の
補
修
に
つ
い
て
伺
う
。

生
涯
学
習
課
長　
県
道
開
削

記
念
碑
は
村
の
貴
重
な
文
化

財
で
あ
り
、
文
化
財
保
護
審

議
会
に
諮
り
保
全
対
策
を
早

い
時
期
に
対
処
し
た
い
。
板

敷
も
危
険
な
状
態
で
あ
る
の

で
早
急
に
対
応
し
た
い
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
立
派
な

庁
舎
を
建
て
て
い
た
だ
き
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
装
な
り
ま
し
た
こ
の
議

会
議
事
堂
で
、
行
政
と
は
異

な
る
視
点
か
ら
村
民
の
た
め

に
提
案
を
し
、
村
民
の
福
祉

の
向
上
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
議
会
活
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

Ｌ
Ｎ
Ｇ
発
電
所
の
事
故
時
の

避
難
計
画
の
策
定
を
求
む

議
員　
避
難
計
画
は
必
要
な

い
の
か
。

総
務
課
長　
大
規
模
Ｌ
Ｎ
Ｇ

施
設
で
の
事
故
に
特
化
し
た

避
難
計
画
は
な
い
。
消
防
と

の
協
議
も
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。

議
員　
緊
急
に
避
難
で
き
る

体
制
を
作
る
と
い
う
こ
と
は

中
城
村
地
域
防
災
計
画
で
は

で
き
な
い
。

企
画
課
長　
全
国
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ

安里　清市　議員

村政を問う！ 一般質問
令和3年3月定例議会
　 ※質問者が会議録から要約した
　　 原稿を編集しています。

安
里
　
清
市

金
城
　
　
章

比
嘉
　
麻
乃

屋
良
　
照
枝

大
城
　
常
良

新
垣
　
　
修

玉
那
覇
　
登

渡
嘉
敷
眞
整

石
原
　
昌
雄

桃
原
　
　
清

安
里
ヨ
シ
子

仲
松
　
正
敏

伊
佐
　
則
勝

新
垣
　
貞
則

新
垣
　
善
功

①�

大
規
模
Ｌ
Ｎ
Ｇ
発
電
所
施
設
の
事
故
を
想
定
し
た
避
難
計

画
策
定

②
安
心
な
飲
料
水
を
求
む　

③
村
内
の
文
化
財
の
維
持
管
理

①
施
政
方
針　

②
農
業
振
興　

③
道
路
行
政　

④
新
庁
舎

①
教
育
行
政　

②
沖
縄
振
興
一
括
交
付
金

③
糸
蒲
公
園
の
景
観

①
ご
み
収
集
運
搬
委
託
業
務

②
ご
み
処
理
施
設
広
域
化
事
業

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策　

②
教
育
施
策
の
展
開

③
新
た
な
情
報
発
信
体
制
構
築
事
業

④
中
城
北
中
城
消
防
組
合
・
中
城
出
張
所
建
設
事
業

⑤
新
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
計
画

①
キ
ャ
ッ
ス
ル
タ
ウ
ン
地
区
・
潮
垣
線
規
制
取
組

②
村
情
報
配
信
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
見
直
し

③
ヤ
ー
ヤ
シ
チ
や
ヌ
ー
シ
ぬ
ク
ク
ル

①
施
政
方
針　

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連

①
中
城
学
校
移
転

②
中
城
小
・
津
覇
小
学
校
の
改
築
計
画

③
中
城
村
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
取
組

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は

②
自
転
車
道
整
備
と
自
転
車
通
学
計
画
を
！

①
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
移
転
の
件

②
役
場
旧
庁
舎
の
跡
地
利
用

③
高
速
道
路
側
道
の
側
溝
の
蓋
設
置
の
件

④
高
速
道
路
上
、
山
川
橋
撤
去
の
件

⑤
土
砂
崩
れ
現
場
の
災
害
対
策

①
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
支
援
対
策

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種　

②
高
齢
者
虐
待

①
施
政
方
針　

②
障
が
い
者
雇
用　

③
新
庁
舎

①
久
場
地
区
の
農
道
と
海
岸
整
備

②�

中
城
小
校
区
内
の
環
境
整
備
を
し
て
住
み
良
い
ま
ち
造
り

を
図
る

③
吉
の
浦
公
園
の
施
設
整
備
を
し
て
結
の
村
造
り
を
図
る

①
Ⅴ
チ
ュ
ー
バ
ー
問
題　

②
施
政
方
針

③
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
実
施
計
画

県道開削の碑

（ 6 ）（ 6 ）

令和3年3月定例議会

※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。



一般質問

か
。

教
育
総
務
課
主
幹　
ま
ず
少

人
数
学
級
の
成
果
に
つ
い
て

で
す
け
れ
ど
も
﹁
学
力
﹂
と

﹁
教
員
の
指
導
力
向
上
﹂
の

視
点
か
ら
答
え
ま
す
。
学
力

に
つ
い
て
は
毎
年
実
施
し
て

お
り
ま
す
沖
縄
県
学
力
到
達

度
調
査
で
分
析
し
て
お
り
ま

す
。
小
学
３
年
生
の
調
査
で

比
較
し
ま
す
と
平
成
28
年

度
マ
イ
ナ
ス
13
ポ
イ
ン
ト
で

し
た
が
少
人
数
学
級
を
実
施

し
た
平
成
30
年
度
マ
イ
ナ
ス

2
・
5
ポ
イ
ン
ト
、
令
和
元

年
度
で
は
プ
ラ
ス
９
ポ
イ
ン

ト
と
改
善
し
て
お
り
ま
す
。

教
員
の
指
導
力
向
上
を
図
る

た
め
教
員
の
研
修
を
確
実
に

実
施
し
て
い
ま
す
。
教
育
委

員
会
と
し
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
今
後
も
少
人
数
学
級
を

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

職
員
の
育
成
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
計
画
を

議
員　
新
た
な
時
代
へ
の
次

の
一
歩
に
お
い
て
職
員
の
育

成
は
必
要
不
可
欠
と
考
え
る

が
研
修
等
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
考
え
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
地
方
公

共
団
体
を
取
り
巻
く
状
況
は

刻
一
刻
と
変
化
し
て
お
り
そ

の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
職

員
一
人
一
人
が
自
ら
考
え
変

革
し
て
い
く
行
政
マ
ン
と
し

て
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き

る
職
員
育
成
を
計
画
的
・
効

率
的
に
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

少
人
数
学
級
の
延
長
を

議
員　
現
在
取
組
の
行
わ
れ

て
い
る
少
人
数
学
級
の
成
果

は
ど
う
か
。
今
後
検
討
し
延

長
を
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長　
４
ヶ
年
計
画
の
学

力
向
上
モ
デ
ル
事
業
を
今
年

で
３
ヶ
年
が
終
了
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
少
人
数
学
級

で
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
児

童
の
学
力
の
面
や
教
員
の
教

材
研
究
の
時
間
確
保
に
よ
る

指
導
力
の
向
上
、
子
供
に
関

わ
る
時
間
の
確
保
等
に
よ
い

成
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。
少

人
数
に
し
た
こ
と
で
発
表
の

機
会
が
増
え
改
善
の
兆
し
が

見
ら
れ
ま
す
。
教
育
委
員
会

と
し
て
は
継
続
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
い
ろ

い
ろ
な
角
度
か
ら
分
析
し
、

話
合
い
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員　
成
果
が
見
ら
れ
る
事

か
ら
今
後
も
継
続
し
て
延
長

を
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

金城　章 議員

し
て
い
る
が
、
今
後
は
日
本

語
指
導
教
諭
の
配
置
を
県
に

要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

議
員　
教
育
現
場
に
言
葉
の

壁
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

日
本
語
教
室
の
設
置
を
早
急

に
希
望
す
る
。

沖
縄
振
興
一
括
交
付
金

令
和
3
年
度
は
現
行
の
沖

縄
振
興
計
画
の
最
終
年
度
と

な
る
が
、
一
括
交
付
金
が
廃

止
に
な
っ
た
場
合
の
事
業
継

続
に
つ
い
て
伺
う
。

議
員　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
の
今
後
の
開
催

は
。

産
業
振
興
課
長　
事
業
実
施

の
財
源
と
な
る
、
新
た
な
補

助
金
や
交
付
金
で
対
応
で
き

る
か
を
財
政
と
調
整
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員　
ご
さ
ま
る
陸
上
競
技

場
の
芝
生
の
維
持
管
理
と

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
︵
命
名

権
︶
導
入
の
考
え
は
。

生
涯
学
習
課
長　
関
係
課
と

連
携
し
な
が
ら
維
持
管
理
が

で
き
る
よ
う
模
索
し
、
議
員

提
案
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

の
導
入
も
検
討
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

議
員　
学
習
特
別
支
援
員
の

配
置
は
。

教
育
総
務
課
主
幹　
安
全
面

の
確
保
に
関
わ
る
児
童
生
徒

へ
の
支
援
員
の
配
置
は
、
今

後
も
続
け
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

議
員　
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ

な
い
教
育
環
境
を
築
く
た
め

に
、
継
続
を
要
望
す
る
。

糸

蒲

公

園

の

景
観
へ
の
提
言

議
員　
公
園
斜
面
の
緑
色
の

カ
バ
ー
が
剥
が
れ
雑
草
が
生

え
て
い
る
が
、
そ
こ
に
雑
草

防
止
に
効
果
的
な
ヒ
メ
キ
ラ

ン
ソ
ウ
を
植
栽
す
る
考
え

は
。

都
市
建
設
課
長　
糸
蒲
公
園

の
土
質
が
ク
チ
ャ
と
い
う
固

い
土
に
活
着
す
る
か
検
討
し

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

教
育
行
政
の
展
開
は

議
員　
上
地
区
に
中
学
校
建

設
の
予
定
は
あ
る
か
。

教
育
長　
将
来
さ
ら
に
人
口

が
増
加
し
た
ら
、
あ
と
ひ
と

つ
中
学
校
を
建
設
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
現
在
は

上
地
区
へ
の
中
学
校
建
設
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

議
員　
今
後
の
人
口
増
を
見

据
え
て
今
の
時
期
か
ら
上
地

区
中
学
校
建
設
に
む
け
て
の

基
金
を
設
置
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
積
立
て
の
考
え

は
。

教
育
総
務
課
長　
現
在
進
め

て
い
る
村
立
の
小
中
学
校
改

築
と
整
備
事
業
の
完
了
後
に

基
金
の
検
討
を
行
な
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員　
外
国
人
児
童
生
徒
へ

日
本
語
支
援
や
指
導
の
取
り

組
み
は
。

教
育
総
務
課
主
幹　
現
在
は

翻
訳
ア
プ
リ
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用

比嘉　麻乃 議員

ヒメキランソウ

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
中
部
広
域
移
行

●
農
産
物
収
穫
量
ア
ッ
プ

●
道
路
整
備

●
新
庁
舎
入
口
に
電
光
掲

示
板
設
置

（ 7 ）（ 7 ）

令和3年3月定例議会

※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。



一般質問

円
︶
北
中
城
村
︵
世
帯
当
た

り
６
８
０
１
円
・
人
口
１
人

当
た
り
２
８
７
４
円
︶
②
収

集
時
間
や
取
り
漏
れ
な
ど
の

問
い
合
わ
せ
な
ど
が
数
件
あ

り
ま
す
。
③
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
影
響
の
検
証
が
で
き
て

い
な
い
た
め
把
握
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

議
員　
今
年
の
契
約
を
年
度

初
め
４
月
の
１
年
の
隋
契
約

で
す
。
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の

現
状
、
こ
の
１
年
の
動
向
に

つ
い
て
、
契
約
を
結
ぶ
時
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
は
想
定

で
き
て
な
い
。
通
年
の
予
算

的
な
範
囲
内
で
の
随
意
契
約

で
し
か
結
ん
で
い
な
い
何
か

考
慮
す
べ
き
事
は
な
か
っ
た

か
。
資
源
ご
み
に
し
て
も
、

古
紙
が
１
キ
ロ
３
円
か
ら
６

円
程
度
で
売
却
し
て
い
た
も

の
が
今
は
マ
イ
ナ
ス
５
円
の

逆
に
有
償
処
理
、
収
集
す
れ

ば
す
る
ほ
ど
リ
サ
イ
ク
ル
の

古
紙
が
逆
に
資
源
で
は
な

く
、
５
円
提
示
し
な
い
と
処

理
も
で
き
な
い
現
状
。
カ
ラ

ス
・
犬
・
猫
の
食
い
散
ら
か

し
、
委
託
業
者
が
片
付
け
る

と
い
う
使
命
感
で
ほ
う
き
や

塵
取
り
で
生
ご
み
の
食
い
散

ら
か
し
を
片
付
け
て
い
る
現

状
を
報
告
し
ま
す
。

村
長　
実
際
中
城
村
が
委
託

金
額
が
低
い
わ
け
で
す
か

ら
、
十
分
検
討
す
る
価
値
は

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
処
理
施
設

広

域

化

事

業

議
員　
浦
添
市
・
中
城
村
・

北
中
城
村
の
３
市
村
で
広
域

組
織
を
設
立
し
、
浦
添
市
に

建
設
す
る
ご
み
処
理
施
設
に

て
広
域
処
理
事
業
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

住
民
生
活
課
長　
２
年
延
び

て
令
和
９
年
の
開
設
予
定
、

こ
の
浦
添
市
の
新
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

価
格
の
需
要
、
コ
ス
ト
面
か

ら
価
格
を
抑
え
ら
れ
る
見
込

み
の
た
め
延
び
て
い
ま
す
。

ご
み
収
集
運
搬

委

託

業

務

議
員　
コ
ロ
ナ
禍
の
大
変
な

自
粛
生
活
の
中
、
家
庭
ご
み

が
増
え
て
い
る
今
、
①
ご
み

収
集
運
搬
委
託
業
務
契
約
は

何
社
と
随
意
契
約
し
て
い
る

か
。
近
隣
市
町
村
と
の
委
託

料
金
と
の
比
較
は
あ
る
か
。

②
ご
み
処
理
に
関
す
る
住
民

か
ら
の
苦
情
、
カ
ラ
ス
の
被

害
等
は
把
握
し
て
い
る
か
。

③
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
最
近

の
再
生
資
源
ご
み
の
処
理
価

格
は
把
握
し
て
い
る
か
。

住
民
生
活
課
長　
①
塵
芥
収

集
は
２
社
、粗
大
ご
み
１
社
、

資
源
ご
み
１
社
、合
計
４
社
。

委
託
料
は
本
村
の
世
帯
当
た

り
４
３
０
４
円
・
人
口
１
人

当
た
り
１
７
９
１
円
、
西
原

町
︵
世
帯
当
た
り
５
１
４
７

円
・
人
口
１
人
当
た
り

２
１
７
８
円
︶
与
那
原
町

︵
世
帯
当
た
り
５
７
３
２
円
・

人
口
１
人
当
た
り
２
４
３
９

屋良　照枝 議員

一
時
金
を
支
払
い
残
り
は
約

25
年
の
支
払
い
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
③
内
容
を
精
査
し

建
設
基
本
計
画
書
を
ま
と
め

て
再
度
説
明
し
ま
す
。
④
幼

稚
園
閉
園
の
説
明
会
は
必
要

で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催

に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

こ
ど
も
課
長　
⑤
待
機
児
童

は
一
歳
児
で
一
人
出
る
見
込

み
で
待
機
学
童
は
ゼ
ロ
に
な

る
予
定
で
す
。

議
員　
学
校
建
設
に
は
し
っ

か
り
と
し
た
根
拠
を
示
し
、

財
政
計
画
も
作
成
し
た
う
え

で
村
民
に
対
し
説
明
責
任
を

果
た
し
て
頂
き
た
い
。
ま
た

公
立
幼
稚
園
を
閉
園
し
、
民

設
民
営
の
認
定
こ
ど
も
園
に

変
わ
る
重
大
な
環
境
の
変
化

に
は
事
前
に
住
民
説
明
会
の

開
催
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

新
た
な
情
報
発
信
体
制

構

築

事

業

議
員　

村
公
認
Ｖ
チ
ュ
ウ

バ
ー
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
配
信

に
よ
り
中
城
村
の
信
頼
、
品

位
が
大
幅
に
失
墜
し
た
が
行

政
の
責
任
の
所
在
及
び
、
今

後
の
事
業
展
開
は
。

村
長　
Ｖ
チ
ュ
ウ
バ
ー
に
関

し
村
民
や
多
く
の
方
々
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

改
め
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
、
職
員
一
同
気
を

引
き
締
め
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。

産
業
振
興
課
長　
現
在
、
情

報
配
信
は
中
止
し
て
い
ま

す
。
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化

し
専
門
家
と
協
議
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員　
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
て
二
度
と
過
ち

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
指
摘

し
ま
す
。
ま
た
村
民
や
議
会

の
信
頼
が
得
ら
れ
る
ま
で
説

明
責
任
を
尽
く
し
て
頂
き
た

い
。

教
育
施
策
の
展
開

議
員　
①
中
城
・
津
覇
小
学

校
・
中
城
中
学
校
３
校
の
学

校
改
築
基
本
計
画
を
進
め
て

い
る
が
民
間
事
業
者
を
導
入

す
る
こ
と
で
決
定
し
た
の

か
。
②
返
済
に
対
す
る
財
政

計
画
の
作
成
は
。
③
議
会
へ

の
説
明
は
十
分
果
た
し
て
い

る
か
。
④
民
設
民
営
の
認
定

こ
ど
も
園
整
備
を
令
和
５
年

４
月
開
園
予
定
で
進
め
て
い

る
が
、
中
城
・
津
覇
幼
稚
園

の
閉
園
及
び
、
こ
ど
も
園
移

行
に
つ
い
て
住
民
へ
の
説
明

は
。
⑤
令
和
３
年
度
の
待
機

児
童
・
待
機
学
童
の
発
生
状

況
は
。

教
育
長　
３
校
と
も
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
状
態
で
あ

り
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を

提
供
し
た
い
。

教
育
総
務
課
長　
①
早
く
活

用
で
き
る
施
設
を
教
育
委
員

会
及
び
総
合
教
育
会
議
で
決

定
し
た
。
②
施
設
完
成
時
に

大城　常良 議員

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
ワ
ク
チ
ン
接
種

●
中
北
消
防
組
合
中
城
出

張
所
建
設

（ 8 ）（ 8 ）

令和3年3月定例議会

※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。



一般質問

中
城
村
の
魅
力
情
報

発
信
に
若
者
の
活
用
を

議
員　
村
の
魅
力
を
発
信
す

る
こ
と
な
く
情
報
発
信
構
築

事
業
は
、
失
敗
と
言
え
る
形

で
終
え
ま
し
た
。
村
の
若
者

に
は
、
中
城
を
誇
り
に
思
い

村
の
魅
力
や
情
報
発
信
・
活

動
配
信
を
行
っ
て
い
る
者
が

お
り
ま
す
。
そ
の
活
動
内
容

や
配
信
情
報
等
を
見
た
こ
と

は
あ
る
か
伺
う
。

村
長　
残
念
な
が
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
技
術
と
知
識
が
、
ま
だ
ま

だ
そ
こ
ま
で
な
く
認
識
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

教
育
長　
サ
イ
ト
を
見
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
若
者
た

ち
が
﹁
う
ま
り
島
﹂
に
誇
り

を
持
ち
、
村
の
魅
力
を
配
信

し
て
い
る
の
は
、
す
ば
ら
し

い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

議
員　
若
者
世
代
か
ら
、「
自

ら
」
あ
る
い
は
持
込
み
な
ど

に
よ
り
配
信
で
き
る
場
が
提

供
で
き
れ
ば
と
い
う
声
が
あ

り
ま
す
。
住
民
参
加
型
︵
若

者
世
代
に
特
化
し
た
内
容
等

で
︶
情
報
発
信
の
場
を
企
画

取
組
出
来
な
い
か
伺
う
。

村
長　
若
者
た
ち
が
頑
張
っ

て
い
る
と
い
う
姿
を
拝
見
し

て
い
な
い
が
、
発
信
で
き
る

場
が
あ
れ
ば
と
い
う
お
声
で

す
の
で
、
若
い
人
た
ち
の
要

望
に
は
、
積
極
的
に
私
ど
も

も
対
応
し
、
話
を
聞
い
て
、

も
し
で
き
得
る
の
で
あ
れ

ば
、
環
境
を
整
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員　
若
者
達
の
村
に
対
す

る
魅
力
発
信
の
熱
量
は
熱

く
、
ア
イ
デ
ア
も
豊
富
で
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
も
た
け
て
い
ま

す
。
本
村
を
Ｐ
Ｒ
し
、
地
名

を
上
げ
て
い
く
と
い
う
着
眼

点
は
、同
じ
方
向
性
を
向
き
、

話
合
い
の
中
で
熱
く
感
じ
ま

し
た
。
見
方
や
進
み
方
が
違

え
ば
、「
そ
ご
」が
生
じ
ま
す
。

企
画
課
、
産
業
振
興
課
、
観

光
協
会
、
商
工
会
、
村
民
若

者
世
代
な
ど
、
う
ま
く
組
み

合
わ
せ
の
で
き
る
場
を
設
け

て
、
よ
り
以
上
の
情
報
発
信

に
活
用
取
組
め
る
よ
う
に
希

望
し
ま
す
。

キ
ャ
ッ
ス
ル
タ
ウ
ン

道

路

整

備

議
員　
道
路
環
境
整
備
と
村

道
潮
垣
線
の
交
通
規
制
の
進

捗
状
況
は
。

都
市
建
設
課
長　
令
和
３
年

度
の
交
通
安
全
対
策
交
付
金

を
活
用
し
整
備
を
行
い
ま

す
。
要
望
案
に
沿
っ
た
対
策

を
令
和
３
年
４
月
に
は
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

住
民
生
活
課
長　
村
と
地
域

の
要
望
と
し
て
、
潮
垣
線
全

線
を
速
度
規
制
の
範
囲
と
し

て
ほ
し
い
旨
を
伝
え
て
お
り

ま
す
。

議
員　
迅
速
な
住
民
ニ
ー
ズ

の
対
応
を
、
高
く
評
価
致
し

ま
す
。
交
通
規
制
改
正
に
向

け
て
さ
ら
な
る
高
み
で
取
り

組
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
期
待

し
ま
す
。

新垣　修 議員

交

通

行

政

議
員　
②
宜
野
湾
横
断
道
路

東
側
ル
ー
ト
南
上
原
地
区
か

ら
津
覇
地
区
の
区
間
の
地
点

や
進
捗
状
況
を
伺
う
。

都
市
建
設
課
長　
現
在
県
で

予
備
設
計
を
行
っ
て
お
り
、

南
上
原
か
ら
津
覇
の
区
間
に

つ
い
て
は
、
次
年
度
の
検
討

委
員
会
で
ル
ー
ト
を
決
定
し

て
い
く
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

中

学

校

移

転

議
員　

③
中
学
校
移
転
に

つ
い
て
、
土
地
購
入
費
が

６
億
２
０
０
０
万
円
、
不
動

産
鑑
定
が
２
０
０
万
円
、
物

件
調
査
が
６
０
０
万
円
、
測

量
設
計
が
２
１
７
１
万
円
と

い
う
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
作

業
が
行
わ
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
令
和
４
年
度
の
事
業
着

手
等
は
大
丈
夫
か
伺
う
。

教
育
総
務
課
長　
令
和
３
年

度
の
用
地
購
入
予
算
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
が
、
学
校
建

設
の
事
業
を
行
う
た
め
の
用

地
取
得
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
令
和
４
年
度
下
期

に
は
事
業
を
着
手
し
、
施
設

の
整
備
を
で
き
る
だ
け
早
く

建
設
で
き
る
よ
う
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
新
規
に

建
設
を
行
う
認
定
こ
ど
も
園

の
開
園
時
期
は
令
和
５
年
４

月
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

防
災
備
蓄
関
連

議
員　
④
災
害
廃
棄
物
処
理

場
や
防
災
備
蓄
倉
庫
・
備
蓄

品
な
ど
計
画
状
況
を
伺
い
ま

す
。

総
務
課
長　
災
害
等
が
発
生

し
、
住
民
及
び
観
光
客
等
が

一
時
的
に
避
難
所
等
に
避
難

す
る
場
合
に
備
え
、
生
活
物

資
、
感
染
症
予
防
衛
生
用
品

な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

感
染
症
防
止
の
た
め
、
屋
内

用
テ
ン
ト
を
購
入
す
る
予
定

で
ご
ざ
い
ま
す
。
新
た
に
防

災
倉
庫
を
購
入
し
、
中
城
北

中
城
消
防
署
中
城
出
張
所
建

設
予
定
地
へ
の
配
置
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

中
部
広
域
関
連

議
員　
①
北
中
城
村
と
共
同

に
よ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

村
長　
北
中
城
村
と
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
会
議
を
持
ち
ま
し

て
、国
、県
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
会
社
な
ど
、
中
城
村
と

北
中
城
村
の
共
同
の
ま
ち
づ

く
り
で
、
ど
う
や
っ
て
将
来

考
え
て
い
く
の
か
と
い
う
の

を
検
討
し
て
、
そ
れ
を
基
に

那
覇
広
域
か
ら
中
部
広
域
へ

の
移
行
の
一
つ
の
根
拠
づ
く

り
に
も
当
た
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
、
今
、
こ

れ
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
来
年
度
４
月

か
ら
ま
た
活
発
な
意
見
交
換

が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

玉那覇　登 議員

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
国
道
３
２
９
号
西
原
中

城
バ
イ
パ
ス
関
係

●
平
和
教
育
関
係

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
関
係

（ 9 ）（ 9 ）

令和3年3月定例議会

※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。



一般質問

ゆ
と
り
が
出
て
く
る
も
の
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

教
育
長　
中
学
校
は
敷
地
が

と
て
も
狭
く
、
校
舎
は
老
朽

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
教
育

香
員
会
は
生
徒
の
安
全
・
安

心
を
最
優
先
し
、
よ
り
よ
い

教
育
環
境
を
提
供
し
生
徒
が

大
き
く
育
つ
夢
の
あ
る
構
想

に
す
る
た
め
に
、
学
校
現
場

と
も
連
携
し
て
取
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

教
育
総
務
課
長　
①
令
和
２

年
度
に
行
っ
て
い
る
委
託
事

業
は
学
校
施
設
の
建
設
工
事

を
行
う
際
の
施
工
方
法
は
ど

の
よ
う
な
方
法
が
良
い
の

か
、
ま
た
民
間
活
用
と
な
っ

た
場
合
の
参
加
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
及
び
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を

行
う
事
業
で
現
在
報
告
書
を

ま
と
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
②
令
和
３
年
度
は
用
地

の
地
主
へ
の
確
認
作
業
を
進

め
、
用
地
交
渉
に
て
用
地
を

確
保
し
、
建
設
事
業
に
伴
う

参
加
希
望
者
へ
の
説
明
を
行

い
、
令
和
４
年
度
下
期
に
は

基
本
設
計
等
を
進
め
て
参
り

ま
す
。
③
財
政
計
画
は
金
額

及
び
事
業
規
模
が
未
定
で

す
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
て
建
設

し
た
場
合
は
完
成
時
に
一
時

金
を
支
払
い
、
返
済
期
間
約

25
年
見
込
ん
で
支
払
い
と
な

り
ま
す
。

議
員　
そ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
計

画
を
活
用
す
る
と
仮
定
し
、

工
事
発
注
及
び
完
成
時
期
と

中
学
校
移
転
時
期
を
教
え
て

下
さ
い
。

教
育
総
務
課
長　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
を
行
う
際
の
実
施
方
法
等

の
公
表
を
行
い
な
が
ら
、
入

札
説
明
等
を
行
い
ま
す
。
事

業
が
設
計
施
工
型
で
、
早
く

て
令
和
４
年
11
月
頃
契
約
し

て
、基
本
設
計
、実
施
設
計・

工
事
等
を
進
め
て
参
り
ま

す
。
令
和
８
年
９
月
に
開
校

で
き
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

中
城
中
学
校
移
転

議
員　
中
城
中
学
校
移
転
に

つ
い
て
、
令
和
２
年
度
に
教

育
施
設
整
備
調
査
委
託
料

２
５
０
０
万
円
の
予
算
で
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
し
て
、
中
学

校
移
転
を
視
野
に
建
設
事
業

計
画
を
進
め
た
。
①
ど
の
よ

う
な
計
画
に
な
っ
た
か
。
②

年
度
ご
と
に
ど
う
進
め
る
の

か
。
③
財
政
計
画
の
内
容
は

ど
う
か
。
④
生
徒
が
大
き
く

育
つ
夢
の
あ
る
構
想
に
な
っ

た
の
か
伺
う
。
中
城
小
・
津

覇
小
学
校
の
改
築
計
画
に
つ

い
て
、
学
校
用
地
、
校
舎
、

体
育
館
、
水
泳
プ
ー
ル
等

及
び
財
政
計
画
、
年
度
計
画

等
々
全
体
的
な
構
想
実
現
を

伺
う
。

村
長　
こ
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に

つ
い
て
学
校
建
設
で
も
し
活

用
で
き
る
と
な
る
と
非
常
に

画
期
的
な
こ
と
で
沖
縄
で
は

初
め
て
だ
と
思
い
ま
す
。
か

な
り
の
部
分
で
財
政
的
に
も

健
康
保
険
課
長　
コ
ロ
ナ
関

連
で
住
民
か
ら
の
相
談
件
数

は
77
件
で
、
内
容
は
国
保
税

減
免
、
医
療
従
事
者
か
ら
の

要
望
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
村

内
発
生
状
況
等
で
し
た
。

議
員　
協
力
金
を
要
す
る
人

が
、
一
人
残
ら
ず
貰
え
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

自
転
車
道
整
備
と

自
転
車
通
学
計
画
は

議
員　
中
城
村
、
与
那
原
町
、

西
原
町
、
北
中
城
村
が
参
加

す
る
サ
ン
ラ
イ
ズ
協
議
会
で

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
が
作
成
さ
れ
た
が
、
事
業

の
周
知
方
法
は
。自
転
車
ル
ー

ト
の
現
地
標
示
や
案
内
板

は
。
休
憩
所
な
ど
の
整
備
は
。

中
城
中
学
校
に
自
転
車
通
学

を
導
入
し
て
ほ
し
い
が
。

村
長　
地
域
活
性
化
の
一
端

で
始
ま
っ
た
事
業
で
、
今
後

は
自
転
車
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

的
だ
け
で
な
く
、
歴
史
・
文

化
の
共
有
も
含
め
て
東
海
岸

一
帯
の
活
性
化
に
繋
が
る
取

組
を
実
施
し
た
い
。

都
市
建
設
課
長　

ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
は
、
商
工
会
や
観
光

協
会
に
配
布
、
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
周
知
、
次
年
度

の
協
議
会
事
業
で
自
転
車

ル
ー
ト
の
案
内
板
設
置
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

教
育
長　
自
転
車
通
学
に
関

し
て
現
在
中
学
校
は
、
休
日

の
部
活
動
等
に
保
護
者
の
同

意
を
得
て
認
め
て
い
る
が
、

自
転
車
専
用
道
路
も
な
く
、

現
状
で
は
生
徒
の
安
全
確
保

の
面
で
厳
し
い
。

議
員　

自
転
車
の
取
組
み

は
、
健
康
面
、
環
境
面
、
観

光
振
興
面
か
ら
も
有
効
だ
と

思
う
の
で
自
転
車
道
整
備
を

進
め
て
ほ
し
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対

策

は

議
員　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
日

程
、
場
所
、
対
象
人
数
は
。

緊
急
事
態
宣
言
に
伴
う
時
短

要
請
協
力
金
で
、
村
内
事
業

所
や
企
業
、
商
店
等
の
把
握

は
。
申
請
や
受
付
、
周
知
方

法
は
ど
う
か
。
コ
ロ
ナ
関
連

の
相
談
件
数
、
内
容
は
ど
う

か
。

こ
ど
も
課
長　
現
段
階
で
日

程
は
未
定
で
す
。
接
種
場
所

は
吉
の
浦
会
館
で
、
１
回
当

た
り
３
０
０
人
程
度
予
定
。

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
り
次
第
全

世
帯
に
周
知
し
ま
す
。

産
業
振
興
課
長　
村
内
事
業

所
等
の
対
象
者
は
、
商
工
会

に
加
入
し
て
い
る
事
業
者
を

業
務
形
態
別
に
把
握
し
て
い

る
。
協
力
金
に
関
す
る
情
報

は
県
か
ら
の
協
力
依
頼
も
あ

り
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
。

石原　昌雄 議員

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
中
城
小
︑
津
覇
小
学
校

改
築
計
画

●
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

渡嘉敷　眞整 議員
しんしょう

（ 10 ）（ 10 ）

令和3年3月定例議会

※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。



一般質問

定
就
労
継
続
支
援
B
型
事
業

所
き
ら
り
に
つ
い
て
は
、
今

使
用
し
て
い
る
プ
レ
ハ
ブ
は

県
の
補
助
事
業
で
設
置
し
て

お
り
、
今
後
に
つ
い
て
は
県

に
照
会
中
で
す
。

議
員　
バ
ス
停
設
置
要
望
の

あ
っ
た
登
又
、
浜
地
区
に
お

け
る
バ
ス
停
設
置
は
進
ん
で

い
る
か
。

企
画
課
長　
登
又
に
つ
い
て

は
、
２
月
に
新
た
な
バ
ス
停

設
置
へ
向
け
た
実
証
試
験
を

２
週
間
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
浜
に
つ
い
て
は
現
在
の

運
行
状
況
へ
の
影
響
が
大
き

く
、
実
施
は
厳
し
い
。

役
場
旧
庁
舎
の

跡

地

利

用

議
員　
観
光
協
会
は
国
道
に

接
し
た
場
所
が
適
当
で
あ

り
、
第
二
庁
舎
を
使
用
す
る

事
は
出
来
な
い
か
。

総
務
課
長　
第
二
庁
舎
は
建

築
後
50
年
以
上
経
過
し
、
老

朽
化
に
伴
う
雨
漏
り
等
も
あ

り
ま
す
。
又
、
庁
舎
等
解
体

に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充

て
る
た
め
の
除
却
事
業
債
が

令
和
３
年
度
で
終
了
す
る
事

か
ら
、
令
和
３
年
度
中
に
解

体
す
る
予
定
で
す
。

議
員　
村
長
は
施
政
方
針
の

中
で
、
よ
り
熟
度
の
高
い
跡

地
利
用
計
画
を
描
く
と
あ
る

が
、
利
用
方
法
に
つ
い
て
伺

う
。

村
長　
現
在
中
学
校
移
転
を

予
定
し
て
お
り
、
中
学
校
の

敷
地
に
関
し
６
億
円
余
り
の

予
算
計
上
が
必
要
と
な
り
、

そ
れ
へ
の
補
完
が
第
1
義
的

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。高

速

道

路

側

道
側
溝
の
蓋
設
置

議
員　
高
速
道
路
側
道
の
側

溝
に
蓋
が
な
く
危
険
な
状
態

に
な
っ
て
お
り
、
蓋
を
設
置

す
る
事
は
出
来
な
い
か
。

都
市
建
設
課
長　
全
て
の
側

溝
に
蓋
を
設
置
す
る
事
は
予

算
上
厳
し
い
が
、
危
険
箇
所

を
確
認
し
部
分
的
に
対
策
出

来
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会

事

務

所

移

転

議
員　
４
月
よ
り
社
会
福
祉

協
議
会
の
事
務
所
が
吉
の
浦

会
館
内
に
移
転
す
る
が
、
今

後
、
老
人
会
活
動
や
サ
ー
ク

ル
活
動
等
は
何
処
で
行
う
の

か
。

福
祉
課
長　
吉
の
浦
会
館
や

村
民
体
育
館
を
活
用
し
、
音

が
発
生
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
吉
の
浦
会
館
が
休
館
日

の
火
曜
日
に
集
中
し
て
行
う

事
が
出
来
な
い
か
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
調
整
を
し
て
お

り
ま
す
。

議
員　
中
城
村
障
が
い
者
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
む
つ

み
や
、
指
定
就
労
継
続
支
援

B
型
事
業
所
き
ら
り
の
今
後

の
活
動
は
ど
う
な
る
の
か
。

福
祉
課
長　
中
城
村
障
が
い

者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

む
つ
み
に
つ
い
て
は
、
当
面

の
間
は
現
在
借
用
し
て
い
る

場
所
に
て
活
動
し
ま
す
。
指

桃原　清　議員

味
期
限
が
切
れ
る
前
に
、
提

供
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
総

務
課
と
連
携
し
て
提
供
可
能

だ
と
思
い
ま
す
。

学
生
に
対
す
る

支

援

策

は

議
員　
奨
学
金
と
ア
ル
バ
イ

ト
で
か
ろ
う
じ
て
学
生
生
活

を
維
持
し
て
い
た
青
年
学
生

に
追
い
打
ち
を
か
け
て
新
型

コ
ロ
ナ
の
蔓
延
で
ア
ル
バ
イ

ト
も
減
ら
さ
れ
家
賃
も
払
え

な
い
、
学
費
も
払
え
な
い
、

又
奨
学
金
の
返
済
に
苦
し
ん

で
い
る
青
年
も
い
ま
す
。
返

済
の
猶
予
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
か
。
又
、
将
来
の
中
城
を

背
負
っ
て
立
つ
若
者
が
安
心

し
て
勉
学
に
励
め
る
よ
う
な

シ
ス
テ
ム
作
り
が
で
き
ま
せ

ん
か
。

教
育
総
務
課
長　
奨
学
金
を

貸
し
て
い
る
学
生
は
13
人
で

入
学
準
備
金
は
申
請
が
あ
れ

ば
10
万
円
貸
与
、
育
英
会
と

し
て
は
今
貸
与
し
て
い
る
お

金
と
来
年
申
し
こ
ま
れ
た
方

の
を
精
査
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

議
員　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で

外
出
も
自
粛
、
ク
ラ
ブ
活
動

も
制
限
、
友
達
と
つ
な
が
り

に
く
い
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活

困
窮
の
実
態
調
査
が
必
要
、

卒
業
と
同
時
に
借
金
を
背

負
っ
て
社
会
に
出
て
い
く
わ

け
で
す
か
ら
奨
学
金
の
返
済

で
結
婚
も
で
き
な
い
状
況
で

す
。
青
年
、
学
生
に
対
す
る

支
援
を
も
っ
と
増
や
し
て
ほ

し
い
。
政
財
界
の
大
物
と
い

わ
れ
た
人
達
の
不
祥
事
が
相

次
い
で
い
ま
す
。
そ
れ
に
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

不
安
を
抱
え
な
が
ら
の
毎
日

で
す
が
コ
ロ
ナ
収
束
に
向
け

力
を
合
わ
せ
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
る
支
援
対
策

議
員　
一
人
親
家
庭
へ
の
支

援
策
に
つ
い
て
、
突
然
の
一

斉
休
校
要
請
は
、
一
人
親
家

庭
に
と
っ
て
厳
し
す
ぎ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
仕
事
を
し

な
い
と
生
活
で
き
な
い
子
供

の
事
が
心
配
、
深
刻
な
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
家
計
が

急
変
し
た
時
の
相
談
窓
口

は
。

こ
ど
も
課
長　
こ
ど
も
課
で

対
応
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
わ

る
経
済
的
困
窮
に
よ
る
相
談

窓
口
は
社
会
福
祉
協
議
会
に

つ
な
い
で
い
る
。
貧
困
事
業

と
し
て
社
協
が
取
り
組
ん
で

い
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業
を

活
用
し
た
居
場
所
提
供
、
食

品
の
提
供
等
を
行
っ
て
い

る
。

議
員　
備
蓄
品
の
買
い
替
え

の
時
希
望
す
る
家
庭
へ
届
け

る
と
か
で
き
ま
せ
ん
か
。

こ
ど
も
課
長　
備
蓄
品
で
賞

安里　ヨシ子　議員

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
山
川
橋
の
撤
去

●
ハ
ン
タ
道
の
災
害
対
策

（ 11 ）（ 11 ）

令和3年3月定例議会

※ 一般質問の全文は議会事務局や村ホームページ、各字公民館の会議録で確認できます。



一般質問

こ
ど
も
課
長　
今
回
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
対
象
年
齢
は
、
16

歳
以
上
を
対
象
と
し
て
お
り

ま
す
。
妊
婦
の
方
や
、
接
種

へ
の
懸
念
の
あ
る
方
は
、
か

か
り
つ
け
医
と
の
相
談
も
し

な
が
ら
、
予
防
接
種
に
よ
る

感
染
症
予
防
の
効
果
と
副
反

応
な
ど
の
リ
ス
ク
の
双
方
に

つ
い
て
理
解
し
た
上
で
、
自

ら
の
意
志
で
接
種
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

高
齢
者
虐
待
へ
の

対

応

は

議
員　
「
虐
待
」
こ
の
言
葉

は
、
現
代
社
会
の
混
迷
、
混

乱
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
児
童
虐
待
、
高

齢
者
虐
待
、
そ
し
て
障
害
者

虐
待
、
こ
の
よ
う
な
全
て
の

虐
待
に
迅
速
で
適
切
な
対
策

を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
と

考
え
ま
す
。本
村
に
お
い
て
、

過
去
５
年
間
に
起
き
た
虐
待

件
数
は
。

福
祉
課
長　
家
族
か
ら
の
虐

待
件
数
平
成
19
年
度
２
件
、

20
年
度
３
件
、
平
成
21
年
度

１
件
、
22
年
度
１
件
、
23
年

度
１
件
、
令
和
２
年
度
１
件

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員　
高
齢
者
虐
待
の
通
報

や
相
談
の
対
応
は
。

福
祉
課
長　
通
報
が
あ
っ
た

と
き
の
態
勢
は
、
ま
ず
第
一

に
中
城
村
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
福
祉
課
に
設
置
し

て
お
り
ま
す
、
こ
ち
ら
が
窓

口
と
な
り
ま
す
。
ま
ず
、
通

報
の
内
容
を
確
認
し
ま
す
。

そ
れ
で
緊
急
性
の
有
無
、
虐

待
認
定
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
、
支
援
者
会
議
を
行
い
暴

力
等
に
よ
る
一
時
保
護
が
必

要
と
な
る
緊
急
性
が
あ
る
と

判
断
し
た
場
合
は
、
老
人
福

祉
法
に
基
づ
く
在
宅
ま
た
は

施
設
入
所
の
措
置
を
検
討
し

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
取
り
組
み
は

議
員　
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
目

的
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
死
亡
者
や

重
症
者
の
発
生
を
で
き
る
限

り
減
ら
し
、
結
果
と
し
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
蔓
延
防
止
を
図
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
本
村
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
体
制
は
。

こ
ど
も
課
長　
接
種
の
体
制

に
つ
き
ま
し
て
は
、
複
数
課

か
ら
少
数
精
鋭
を
集
め
﹁
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
﹂
を
１
月
25
日
に
立

ち
上
げ
、
基
本
方
針
、
実
施

計
画
を
立
て
な
が
ら
進
め
て

い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

議
員　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
、子
ど
も
へ
の
接
種
は
、

対
象
年
齢
は
、
妊
婦
は
。
一

度
感
染
し
た
人
は
接
種
す
べ

き
か
、
ま
た
既
往
歴
の
あ
る

人
に
つ
い
て
伺
う
。

仲松　正敏 議員

移
転
計
画
等
、
教
育
行
政
に

つ
い
て
教
育
長
の
所
見
を
伺

う
。

教
育
長　
認
定
こ
ど
も
園
移

行
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
幼

児
期
の
終
わ
り
ま
で
の
教
育

が
系
統
的
に
行
な
わ
れ
幼
児

教
育
の
充
実
が
図
ら
れ
る
こ

と
、
兄
弟
が
い
る
場
合
の
送

迎
で
保
護
者
の
負
担
軽
減
等

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
中
学
校

移
転
に
つ
い
て
は
、
生
徒
の

安
全
・
安
心
を
最
優
先
し
、

新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
で

き
る
教
室
の
整
備
、
プ
ー
ル

で
の
水
泳
指
導
、
広
い
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
の
体
育
授
業
、
部

活
動
の
充
実
、
村
の
体
育
・

文
化
施
設
の
活
用
で
よ
り
充

実
し
た
教
育
環
境
を
提
供
で

き
、
学
校
移
転
の
実
現
に
向

け
て
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

議
員
　
地
方
自
治
体
に
も

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
へ
の
取
組
み

推
進
が
求
め
ら
れ
る
が
、「
と

よ
む
中
城
住
み
よ
い
環
境
づ

く
り
条
例
」の
制
定
を
機
に
、

取
組
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

住
民
生
活
課
長　
関
連
業
務

の
﹁
条
例
﹂
に
は
、
環
境
美

化
等
の
認
定
や
規
定
が
あ
り

ま
す
。
規
定
に
基
づ
き
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
の
支
援
な
ど
に

取
組
み
ま
す
。

議
員　
女
性
管
理
職
登
用
に

つ
い
て
。

総
務
課
長　
能
力
主
義
に
基

づ
く
事
が
原
則
で
あ
り
、
人

事
評
価
に
基
づ
い
て
管
理
職

登
用
が
で
き
る
も
の
と
考
え

ま
す
。

障
が
い
者
雇
用

議
員　
本
村
の
障
が
い
者
雇

用
率
は
。

総
務
課
長　
令
和
２
年
度
の

通
報
基
準
日
の
６
月
1
日
時

点
で
０
・
６
２
％
で
す
。

議
員　
法
定
雇
用
率
が
地
方

自
治
体
で
２
・
６
％
で
す
の

で
雇
用
率
達
成
に
向
け
て
の

採
用
計
画
は
。

総
務
課
長　
ま
ず
は
、
会
計

年
度
任
用
職
員
採
用
か
ら
始

め
た
い
と
考
え
ま
す
。

施

政

方

針

議
員　
施
政
方
針
で
「
新
た

な
時
代
へ
、
次
の
一
歩
を
」

と
村
政
経
営
の
決
意
に
つ
い

て
、
村
長
の
所
見
を
伺
う
。

村
長　
最
優
先
で
考
え
る
の

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
、
今
後
大
き
な

事
業
が
控
え
て
お
り
ま
す
。

職
員
共
々
、
村
民
の
期
待
に

応
え
て
い
く
の
が
一
番
の
私

の
使
命
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

議
員　
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
と
し
て
、
村
民
の
命
を

守
る
た
め
任
意
で
受
け
ら
れ

る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
村
民
対
象

に
自
己
負
担
分
を
臨
時
交
付

金
予
算
で
賄
う
助
成
事
業
を

検
討
す
る
よ
う
要
望
し
て
お

き
ま
す
。

議
員　
中
城
・
津
覇
幼
稚
園

の
両
園
が
令
和
4
年
度
に
閉

園
予
定
で
、
認
定
こ
ど
も
園

へ
の
移
行
。
中
城
中
学
校
の

伊佐　則勝 議員

※
こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
。

●
新
庁
舎
の
駐
車
場
関
連
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一般質問

対
応
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
検

討
し
て
実
施
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

中
城
小
校
区
内
の
環
境
整
備
し
て

住
み
良
い
ま
ち
造
り
を
図
る

議
員　
泊
自
治
会
長
名
で
中

城
村
長
宛
に
16
名
の
地
主
か

ら
「
嘆
願
書
」
が
提
出
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
16
名
を
農

地
除
外
を
し
て
家
を
建
て
ら

れ
る
方
法
は
な
い
で
す
か
。

ま
た
、
屋
宜
の
潮
垣
線
周
辺

海
岸
の
農
道
55
号
線
は
、
農

道
も
凹
凸
し
て
い
る
が
農
道

整
備
は
。

産
業
振
興
課
長　
泊
自
治
会

長
か
ら
嘆
願
書
が
提
出
さ
れ

た
土
地
は
、
土
地
改
良
区
域

で
嘆
願
書
に
記
載
さ
れ
た
農

地
は
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の

集
団
農
地
で
、
現
状
で
は
農

振
法
に
お
け
る
除
外
要
件
は

見
込
め
ず
、
農
地
法
の
転
用

許
可
要
件
も
見
込
め
な
い
と

思
い
ま
す
。
屋
宜
地
区
の
農

道
整
備
は
、
令
和
２
年
度
に

設
計
も
完
了
し
、
令
和
３
年

度
～
令
和
４
年
度
に
か
け
て

整
備
完
了
す
る
予
定
で
す
。

議
員　
役
場
駐
車
場
の
跡
地

に
、
中
城
北
中
城
消
防
出
張

所
庁
舎
を
建
設
し
ま
す
が
、

こ
の
一
帯
は
、
当
間
地
す
べ

り
、
危
険
箇
所
で
あ
る
が
、

地
す
べ
り
対
策
は
。

都
市
建
設
課
長　
地
滑
り
対

策
は
、
沖
縄
県
の
ほ
う
で
地

す
べ
り
対
策
事
業
を
行
な
う

予
定
で
す
。

吉
の
浦
公
園
の
施
設
整
備
を

し
て
結
い
の
村
づ
く
り
を
図
る

議
員　
大
人
広
場
の
テ
ン
ト

は
、
カ
バ
ー
が
破
れ
支
柱
が

錆
び
て
危
険
で
す
が
対
策

は
。

生
涯
学
習
課
長　
中
城
村
老

人
ク
ラ
ブ
か
ら
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
、
大
人
広
場
の
テ
ン
ト

修
繕
が
で
て
お
り
単
費
で
出

来
る
部
分
は
補
強
し
、
大
々

的
な
整
備
に
関
し
て
は
、
財

政
を
含
め
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

久
場
地
区
の
海
岸

整
備
・
農
道
整
備

議
員　
東
海
産
業
敷
地
内
の

戦
後
引
揚
者
上
陸
碑
は
、
今

回
一
括
交
付
金
８
３
９
万
５

千
円
で
整
備
し
ま
す
が
、
移

転
計
画
は
。
ま
た
、
久
場

地
区
農
地
１
号
線
農
道
「
久

場
～
泊
」
ま
で
１
２
８
０
m

あ
り
未
整
備
区
間
80
ｍ
あ
る

が
、
農
道
整
備
計
画
は
。

生
涯
学
習
課
長　
戦
後
引
揚

者
上
陸
碑
は
、
５
月
に
測
量

と
実
施
設
計
、
６
月
後
半
に

入
札
、
７
月
か
ら
８
月
頃
、

２
か
月
程
度
の
工
期
を
経

て
、
移
設
を
完
了
す
る
予
定

で
す
。

産
業
振
興
課
長　
久
場
地
区

農
地
１
号
線
農
道
は
、
現
在

土
地
が
耕
作
放
棄
地
の
状
態

で
農
道
の
道
路
整
備
は
難
し

い
。
た
だ
、
県
の
地
す
べ
り

対
策
完
了
し
た
後
に
、
必
要

性
を
検
討
し
、
補
助
事
業
で

対
応
し
、
あ
る
い
は
単
費
で

新垣　貞則　議員

責
任
を
示
す
べ
き
で
は
な
い

か
、
そ
の
こ
と
を
指
摘
し
て

お
き
ま
す
。

施

政

方

針

議
員　
令
和
３
年
度
の
施
政

方
針
の
中
で
、
中
部
広
域
都

市
計
画
区
域
移
行
、
学
校
改

築
計
画
と
民
間
活
力
導
入
可

能
性
調
査
、
人
材
育
成
等
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
ど
の

様
に
進
め
て
い
く
考
え
か
説

明
を
求
め
ま
す
。

総
務
課
長　
人
材
育
成
は
、

平
成
19
年
に
基
本
方
針
を
策

定
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
現
在
見
直
し
作
業
中
で

す
。

都
市
建
設
課
長　
中
部
広
域

都
市
計
画
区
域
移
行
に
つ
い

て
は
、
現
在
県
と
協
議
中
で

す
。

教
育
総
務
課
長　
学
校
改
築

は
、
こ
れ
か
ら
建
築
場
所
・

規
模
を
特
定
し
、
建
設
日
程

の
検
討
と
並
行
し
て
、
民
間

活
力
導
入
の
可
能
性
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
を
行
な
っ
て
い

く
予
定
で
す
。

議
員　
今
回
の
施
政
方
針
、

予
算
書
に
つ
い
て
は
、
議
会

に
事
前
説
明
も
な
く
唐
突
で

提
案
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

議
会
軽
視
、
村
民
無
視
の
行

政
運
営
で
あ
り
、
又
、
内
部

で
の
ワ
ン
マ
ン
運
営
に
危
惧

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

改
め
る
様
に
苦
言
を
呈
し
て

お
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
実
施
計
画
は

議
員　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
実
施
計
画
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
説
明
を
求
め
ま
す
。

こ
ど
も
課
長　
３
月
11
日
に

１
回
目
の
接
種
の
訓
練
を
終

え
て
、
結
果
を
検
証
し
て
、

課
題
の
改
善
を
し
、
本
番
に

近
い
規
模
の
２
回
目
の
訓
練

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

議
員　
わ
か
り
ま
し
た
。
ひ

と
つ
失
態
の
な
い
様
に
万
全

を
期
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

様
に
。

V
チ
ュ
ー
バ
責
任
問
題

議
員　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

中
城
村
の
観
光
振
興
と
経
済

の
V
字
回
復
を
図
る
目
的
で

ス
タ
ー
ト
し
た
V
チ
ュ
ー

バ
ー
事
業
が
、
発
信
内
容
が

下
品
で
村
民
を
侮
辱
し
た
も

の
で
ネ
ッ
ト
上
で
物
議
を
醸か

も

し
て
い
る
こ
と
は
断
じ
て
許

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
誰

が
企
画
・
発
案
し
た
か
、
こ

れ
に
つ
い
て
の
責
任
は
ど
う

取
る
か
説
明
を
求
め
ま
す
。

村
長　
今
回
の
問
題
は
、
村

民
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
こ
と
に
、
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
肝

に
銘
じ
て
、
私
は
じ
め
職
員

一
同
村
政
発
展
の
為
に
全
力

を
尽
く
し
て
い
く
こ
と
が
責

務
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

議
員　
今
回
の
件
は
、
村
長

自
ら
責
任
を
取
る
べ
き
で
、

何
ら
か
の
処
分
を
自
ら
科
す

べ
き
で
あ
り
、
部
下
職
員
に

新垣　善功　議員
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（単位：円）

№ 氏　名 交付額
収支報告額（支出額） 残　余�

（返還額）調査研究費 研修費 資料作成費 資料購入費 事務費 合　計
1 安里　清市 60,000 17,699 2,456 20,155 39,845
2 新垣　　修 60,000 51,665 51,665 8,335
3 渡嘉敷眞整 60,000 20,774 2,904 23,678 36,322
4 屋良　照枝 60,000 0 60,000
5 桃原　　清 60,000 15,087 15,087 44,913
6 玉那覇　登 30,000 8,250 8,250 21,750
7 新垣　貞則 60,000 7,500 6,560 14,577 22,345 50,982 9,018
8 大城　常良 60,000 18,936 18,936 41,064
9 比嘉　麻乃 60,000 51,738 51,738 8,262
10 安里ヨシ子 60,000 0 60,000
11 仲松　正敏 60,000 0 60,000
12 金城　　章 60,000 9,972 9,972 50,028
13 石原　昌雄 60,000 15,828 23,080 38,908 21,092
14 伊佐　則勝 60,000 9,211 26,802 25,649 61,662 0
15 新垣　善功 60,000 0 60,000
16 新垣　博正 60,000 10,136 1,760 42,130 54,026 5,974

合　計 930,000 19,347 59,165 6,560 174,237 145,750 405,059 526,603
※交付額より合計額が多い分は自己負担としています。

令和２年度　政務活動費収支報告

政務活動費とは
　政務活動費は、地方自治法第100条第14項から第16項、及び中城村議会政務活動費の交付に関する条例、及び規定などに基づき、中城村
議会議員の村政に関する調査研究及びその他の活動に資するため必要な経費の一部として交付されるものです。
　従って、交付された政務活動費は、政務活動及びその他の活動に要する経費に対して適切に充当されるべきであり、政務活動以外の経費に
使用することは認められていません。
　使途基準の明確化と開示
　政務活動費の執行にあたっては、社会通念上妥当な範囲のものであることを前提とした上で、議員の各々の責任において、適切に取り扱いす
ることとされています。
　また、使用した政務活動費は、年度末に収支報告書（領収書等の写し）を議会事務局へ提出しなければならない。
　政務活動費に係る資料（収支報告・研修報告書）の閲覧は、議会事務局にて可能です。� � � � � �
　政務活動費の交付額
　政務活動費は、議員一人当たり年間120,000円（月額10,000円）が交付され、残余金が発生した場合は、返還することになっています。
※今年度は、議員の申し合わせにより、後期６ヶ月分は申請を自粛しています。

コロナワクチン接種の聞き取りコロナワクチン接種の聞き取りコロナワクチン接種の聞き取り
文
教
社
会
常
任
委
員
会

　
　
　
所
管
事
務
調
査

日時：令和3年5月19日（水）
場所：村議会委員会室

　新型コロナワクチン接種の進捗調査を行いました。
本村ではワクチン接種プロジェクトチームを設置し、
行政が主体となり、自治会長が高齢者の自宅を訪問
し接種希望を確認したという説明等がありました。
　本村の対象者数は4,594人でうち4,030人の確認を
した結果、3,391人の高齢者が5月10日から接種を開
始し、接種計画では7月19日には希望者全員の接種
が終了する接種計画の説明がありました。
　プロジェクトチームの取組を高く評価するとともに、
今後も村民の命とくらしを守るため、ワクチン接種が
スムーズに行えるような取り組みを要望しました。

（ 14 ）



令和3年度 クローズアップ令和3年度 クローズアップ令和3年度 クローズアップ
令和３年度もいろいろな事業が予定されています。ここでは、承認した主な事業を紹介します。

新議場開き

オンライン授業の導入推進

南上原配水池新設工事
令和4年12月完成予定
令和5年新旧切替運用開始
総事業費　4億3千万円

令和2年度 村立小中学校ICT整備事業

令和3年度GIGAスクールICT委託業務事業

　去った3月3日、今年一回目となる
令和3年3月定例会の開催を前に、中
城村文化協会古典舞踊部会による「か
じゃでぃ風節」が披露されました。
　今後も村議会議員は、執行部と共
に村政発展のため、尽力して参りま
す。

歌・三線
仲松正敏 議員、安里清市 議員
踊り
城間明子、照屋千代子、與儀加代子

　業務内容は4月1日に契約し、4月中は事業者と打合せ、システムの初期設定及び名簿登録を行う。
　5月から、タブレットが使用可能となっており、これからGIGAスクールサポーター（1人）が各
小中学校（4校）を日替わりで学校へ滞在し、教員への支援を行う。
※各家庭でのオンライン授業実施には課題があります。

　現配水池の老朽化に伴い建替えされるが、タンク下層部に機械設備を設置した新しい形の構造となる。

　ICT機器購入（一人一台）
　タブレット端末　2,118台（令和3年3月31日納品済）
　事業費：1億1,440万円（国庫補助金　5,559万4千円）

　事業費：765万6千円（県補助1/2）

●
サ
ン
エ
ー

●
中城南
小学校

南上原
糸蒲公園

建設予定地

●
うえむら
病院

現南上原配水池

新南上原配水池

完成イメージ
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令和3年6月定例会は6月11日（金）から6月18日（金）の10時より開催（予定）

（一般質問は6月14日（月）から6月17日（木）予定）
議会の日程については、6月上旬に村ホームページでお知らせします。

お問い合わせは　中城村議会事務局

の題字の募集をします !

ありがとうございま
した！

ありがとうございま
した！

ありがとうございま
した！

中城村の児童・生徒のみなさん、
上手も下手も関係ありません !
あなたの字のままでいいんです。

（☎098-895-4318）まで

事務局長議事係長 会計年度任用職員
比嘉　保根間　忠 比屋根　由美子
事務局長議事係長 会計年度任用職員
比嘉　保根間　忠 比屋根　由美子

　４月人事異動により議会事務局職員２
名配属されました。
　村政発展のため、議会をサポートして
いきますので、よろしくお願いします。

議会事務局職員
紹介

のの

１、本会議即決議案に対し「委員会付託と継続審査を求める」動議への対応
　動議は会議の決定を求めて行う提議（発議）はすべて動議といえるが、地方議会における一応の定
義として、議員が議会内の会議の会議体の意志決定を求めて行う提議で議案の提出、異議の申し立て
要求等をいう。
２、委員長報告後の質疑で執行部に対する質疑の可否について
　委員長報告に対する質疑は委員会審査の経過の結果に対する疑義で議案の内容に対する質疑は委員
会付託前に終結しているので行うことはできない。

　上記の様な議会運営の研修会でした。可能なら議員全員が議会運営研修は受けて欲しいと感じました。
議会運営委員長　金城　章

沖縄県町村議会議長会
正・副常任委員長実務研修会

令和3年5月12日（水）自治会館にて
　議員研修は長期間中止していました。
今回参加人数を半数以下にて感染対策を
しての久々の研修が行われました。

（ 16 ）




